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（８）予選リーグは３試合全てを行い、予選リーグ敗者戦及び決勝トーナメントは２試合先取打ち切り

とする。オーダーは、Ａ：男子複、Ｂ：女子複、Ｃ：混合複とし、予選リーグはＡ、Ｂ、Ｃの順で

行い、予選リーグ敗者戦及び決勝トーナメントは回戦ごとに次の順で行う。 

    ①Ａ、Ｂ、Ｃ   ②Ｂ、Ｃ、Ａ   ③Ｃ、Ａ、Ｂ 

（９）予選リーグの順位決定方法は、勝率の高い順に順位を決定する。勝率が同じ場合は、次の順序で

順位を決定する。 

  ① 二者同率の場合は、対戦の勝者を優位とする。 

  ② 三者同率の場合は、同率者相互のみの成績の比較により、次の順序で優位を決定する。 

   ア 得マッチ数から失マッチ数を減じた値の大きいチームを優位とする。 

   イ 合計得ゲーム数から合計失ゲーム数を減じた値の大きいチームを優位とする。 

   ウ 合計得ポイント数から合計失ポイント数を減じた値の大きいチームを優位とする。 

   エ 出場した６名の合計年齢の高いチームを優位とする。 

   オ 抽選で順位を決定する。 

（10）審判については、予選リーグ、予選リーグ敗者戦、決勝トーナメント準々決勝までは相互審判で

行い、決勝トーナメント準決勝以降は本部審判員が行う。 

（11）相互審判の順番は、ジャンケンで勝ったチームが第１・第３試合の主審及び得点係、第２試合の

線審を行う。 
 
11 大会規定 

（１）参加者の年齢は、60歳以上（昭和39年４月１日以前に生まれた人）とする。 

ただし、70歳以上の部に選手登録できるのは、昭和29年４月１日以前に生まれた人とする。 

（２）試合の組合せは、主催者及び主管団体で行う。 

（３）70歳以上の部に参加するチーム数が少ない場合は、全チームを60歳以上の部として取り扱う。 

（４）大会運営上必要と認められる場合は、１ゲーム 15点で２ゲーム先取の３ゲームマッチで行うこ

とがある。 

（５）試合球は、公益財団法人日本バドミントン協会第１種検定合格球とし、主催者で用意する。 
 
12 表  彰 

（１）各部、決勝トーナメント（予選第１位グループ）の優勝・準優勝・第３位のチームに賞状及び

トロフィーを、監督・選手それぞれに金・銀・銅のメダルを贈る。 

（２）各部、決勝トーナメント第４位以下のチームの監督・選手に優秀賞としてメダルを贈る。 

（３）参加選手のうち、最高齢の男女各１名に最高齢者賞として賞状及び楯を、次に高齢の男女各３名

に高齢者賞として賞状及び楯を贈る。 

（４）参加者全員に参加賞としてメダルを贈る。 
 
13 問合せ先 

ねんりんピック愛
え

顔
がお

のえひめ２０２３松山市実行委員会事務局 

〒790-8571 松山市
まつやまし

二番
にば ん

町
ちょう

四丁目７番地２ 

松山市保健福祉部ねんりんピック推進課内 

TEL：(089)948-6426 FAX：(089)934-1840 e-mail：nenrin@city.matsuyama.ehime.jp 

URL：https://www.city.matsuyama.ehime.jp/shisei/kakukaichiran/hokenfukusibu/nenrinpic.html 
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にば ん

町
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１ 主  催 厚生労働省 愛媛県 一般財団法人長寿社会開発センター 

       ねんりんピック愛
え

顔
がお

のえひめ２０２３実行委員会 

       松山市 ねんりんピック愛
え

顔
がお

のえひめ２０２３松山市実行委員会 
 
２ 共  催 スポーツ庁 
 
３ 主  管 愛媛県バドミントン協会 
 
４ 後  援 公益財団法人日本バドミントン協会 
 
５ 期  間 令和５年10月 28日（土）～30日（月） 
 

６ 会  場 愛媛県
えひめけん

総合
そうごう

運動
うんどう

公園
こうえん

体育館
たいいくかん

 

         〒791-1136 松山市
まつやまし

上野町
うえのまち

乙 46番地１ 

TEL：(089)963-3211 
 
７ 募集チーム数 

道府県（45）・政令指定都市（20）    65チーム（715人） 

東京都                 ２チーム（ 22人） 

愛媛県                 ５チーム（ 55人） 

合 計                  72チーム（792人） 
 
８ 大会日程  (注)大会日程は変更の場合あり。 

（１）監督会議    10月 28日（土）  14：45～15：45 〔松山市総合コミュニティセンター〕 

（２）開 始 式    10月 29日（日）  ９：00～９：30 〔愛媛県総合運動公園体育館〕 

（３）交流試合 

（第１日） 10月 29日（日）  ９：30～17：00 予選リーグ 

（第２日） 10月 30日（月）  ９：00～16：30 予選リーグ敗者戦、決勝トーナメント 

 （４）表 彰 式   10月 30日（月）  17：00～17：30 

※ 健康づくり教室…健康チェック、健康相談、食生活や運動に関する助言・指導などを行う。 

10月 29日（日）  10：00～16：30 

10月 30日（月）  10：00～15：00 
 
９ 競技規則 

大会開催時点での公益財団法人日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規程及び公認審判員規程

を準用する。 
 
10 競技方法 

（１）男子複、女子複及び混合複（３種目各１組）によるチーム対抗の団体戦を行う。 

（２）各チームは、①60歳以上の部、②70歳以上の部のいずれかに出場する。 

（３）チーム編成は、次のとおりとする。 

    監督  １人 

    選手  ６人（男子３人・女子３人、登録選手10人以内） 

    合計   11人以内 

   （監督は選手を兼任できるが、その際は選手としても登録する。） 

（４）男子に代わって女子が参加することも可とする。（女子のみも可） 

（５）それぞれの試合では１回の出場とし、重複して出場することはできない。 

（６）各マッチは、１ゲーム21点で２ゲーム先取の３ゲームマッチで行う。 

（７）それぞれの部で、参加チームをブロックに分け、３チームまたは４チームによる予選リーグを行

い、各ブロック１位チームによる決勝トーナメントを行う。また、各ブロック２位以下のチームは、

同順位別の予選リーグ敗者戦を行う。 

３（15） バドミントン交流大会 
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12 表  彰 

（１）各部、決勝トーナメント（予選第１位グループ）の優勝・準優勝・第３位のチームに賞状及び
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１ 参加資格 

参加者の年齢は、60歳以上（昭和39年４月１日以前に生まれた人）とする。 
 

２ 参加制限 

スポーツ交流大会、ふれあいスポーツ交流大会、文化交流大会（俳句交流大会を除く。）には１人１種目に限

り参加できることとする。 

 

３ 参加申込 

（１）申込方法 

各都道府県・政令指定都市の主管部局又は明るい長寿社会づくり推進機構等（以下「参加申込団体」と

いう。）は、募集要項等を作成し、予選会を実施するなどして参加者を決定し、取りまとめの上、指定様式

により申し込むこととする。 
なお、申込みに当たっては、大会参加申込専用ホームページに必要事項を登録した上で、プリントアウ

トした指定様式を郵送すること。 
指定様式に記載された氏名等が、種目別プログラムの名簿等に記載されるため、新旧の字体や誤字には

十分注意すること。氏名に外字が使用されている等、入力に支障がある場合は、指定様式備考欄に文字の

説明を記載すること。 
また、車椅子を使用するなどのため、介添えが必要な参加者については、指定様式備考欄に記載するこ

と。 
大会参加申込専用ホームページURL：https://www.nenrinpic.net/ 

（２）申込期間（期日厳守） 
令和５年６月１日（木）～６月30日（金） 【期日厳守】 

（３）提出書類等 
  ①参加申込総括表     〔様式－01〕・・・・・・・１部 

  ②役員等一覧表      〔様式－02〕・・・・・・・１部 

  ③種目・事業別申込書   〔様式－27〕・・・・・・・１部 

  ④健康等に関する誓約書  〔様式－35〕・・・参加者各１部 

※ 健康等に関する誓約書の様式は、ねんりんピック愛
え

顔
がお

のえひめ２０２３大会専用ウェブサイトからダ

ウンロードしてください。 
  URL：https://nenrin-ehime2023.jp/ 

 ※ 各申込書等の年齢の記載は、６ページの「年齢早見表」により記入する。 

 ※ 健康等に関する誓約書は原本を提出すること。 

（４）選手等の変更 
参加申込締め切り後の選手等の変更は、原則として認めない。 
ただし、病気・けがなどの特別な場合については、変更を認めることとするが、早急に変更の内容を電

話にて連絡の上、大会参加申込専用ホームページに変更内容を登録し、「健康等に関する誓約書」を添えて

変更後の指定様式を郵送すること。 
（５）申込先 

ねんりんピック愛
え

顔
がお

のえひめ２０２３実行委員会事務局 
〒790-0002 松山市

まつやまし

二番
に ば ん

町
ちょう

３丁目６－５ 

      明治
め い じ

安田
や す だ

生命
せいめい

松山
まつやま

二番
に ば ん

町
ちょう

ビル５階 

愛媛県保健福祉部生きがい推進局ねんりんピック推進課内 

TEL : (089)961-1134  FAX : (089)961-1145 e-mail : nenrinpic@pref.ehime.lg.jp 

※指定様式の郵送は簡易書留とし、封筒の表に「大会申込書」と朱書する。 
なお、郵送した内容と大会参加申込専用ホームページに登録した内容に相違がないよう、必ず確 

認すること。 
（６）個人情報の取り扱い 

参加申込に係る個人情報については、「愛媛県個人情報保護条例」（平成13年愛媛県条例第41号）及び

２ スポーツ交流大会（各種目共通） 
参加案内 
参加案内 参加案内

  

「会場地市町個人情報保護条例」に準じて取り扱い、参加者本人の同意がある場合を除き、参加資格の審

査、参加申込団体または参加者との連絡及び配布物の郵送、試合の組み合わせ編成、大会の広報及び競技

成績等に関する報道機関等への発表、大会総合プログラム・種目別プログラム・大会公式記録集及び大会

専用ウェブサイトへの掲載並びに緊急時における緊急連絡先・医療機関・保険会社等との連絡以外の目的

では使用しない。 
（７）写真撮影について 

大会参加中は、主催者及び主催者が認めた者が参加者を撮影し、大会報告書や大会専用ウェブサイト等

への掲載、その他広報目的で使用することがある。また、報道関係者が、報道の目的で写真を撮影し、新

聞･雑誌等に掲載する場合がある。 
 

４ 参加費 

参加費は、参加者一人につき1,000円とし、参加申込団体が取りまとめの上、別途通知により振り込むこと

とする。 

なお、参加申込期間後に参加を取り消した場合にも、参加費は減額又は返却しない。 

 

５ 健康等に関する誓約書 

参加者は、７ページの健康等に関する誓約書（様式－35）を必ず提出すること。 
また、健康等に関する誓約書の記入状況により確認等を必要とする場合は、参加申込団体に連絡する。 
※健康等に関する誓約書は、選手等の変更があった場合にも必ず提出する。なお、提出のない場合は、大会

への参加はできない。 
 

６ 参加者の健康管理上の留意事項 

医療救護（８ページ）を参照すること。 

 

７ 競技運営上の留意事項 

開催要領にそぐわない場合、出場資格を失い参加できない。 

ただし、主催者の判断により、オープン参加として出場を認めることがある。 
 

８ 参加チーム（選手）の追加募集 

参加申込状況に応じて、次の方法により追加募集を行う場合がある。 

（１）各都道府県・政令指定都市に参加を呼びかける。 
（２）愛媛県の近隣県・政令指定都市に参加を呼びかける。 
（３）愛媛県内において参加を呼びかける。 
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１ 参加資格 

参加者の年齢は、60歳以上（昭和39年４月１日以前に生まれた人）とする。 
 

２ 参加制限 

スポーツ交流大会、ふれあいスポーツ交流大会、文化交流大会（俳句交流大会を除く。）には１人１種目に限

り参加できることとする。 

 

３ 参加申込 

（１）申込方法 

各都道府県・政令指定都市の主管部局又は明るい長寿社会づくり推進機構等（以下「参加申込団体」と

いう。）は、募集要項等を作成し、予選会を実施するなどして参加者を決定し、取りまとめの上、指定様式

により申し込むこととする。 
なお、申込みに当たっては、大会参加申込専用ホームページに必要事項を登録した上で、プリントアウ

トした指定様式を郵送すること。 
指定様式に記載された氏名等が、種目別プログラムの名簿等に記載されるため、新旧の字体や誤字には

十分注意すること。氏名に外字が使用されている等、入力に支障がある場合は、指定様式備考欄に文字の

説明を記載すること。 
また、車椅子を使用するなどのため、介添えが必要な参加者については、指定様式備考欄に記載するこ

と。 
大会参加申込専用ホームページURL：https://www.nenrinpic.net/ 

（２）申込期間（期日厳守） 
令和５年６月１日（木）～６月30日（金） 【期日厳守】 

（３）提出書類等 
  ①参加申込総括表     〔様式－01〕・・・・・・・１部 

  ②役員等一覧表      〔様式－02〕・・・・・・・１部 

  ③種目・事業別申込書   〔様式－27〕・・・・・・・１部 

  ④健康等に関する誓約書  〔様式－35〕・・・参加者各１部 

※ 健康等に関する誓約書の様式は、ねんりんピック愛
え

顔
がお

のえひめ２０２３大会専用ウェブサイトからダ

ウンロードしてください。 
  URL：https://nenrin-ehime2023.jp/ 

 ※ 各申込書等の年齢の記載は、６ページの「年齢早見表」により記入する。 

 ※ 健康等に関する誓約書は原本を提出すること。 

（４）選手等の変更 
参加申込締め切り後の選手等の変更は、原則として認めない。 
ただし、病気・けがなどの特別な場合については、変更を認めることとするが、早急に変更の内容を電

話にて連絡の上、大会参加申込専用ホームページに変更内容を登録し、「健康等に関する誓約書」を添えて

変更後の指定様式を郵送すること。 
（５）申込先 

ねんりんピック愛
え

顔
がお

のえひめ２０２３実行委員会事務局 
〒790-0002 松山市

まつやまし

二番
に ば ん

町
ちょう

３丁目６－５ 

      明治
め い じ

安田
や す だ

生命
せいめい

松山
まつやま

二番
に ば ん

町
ちょう

ビル５階 

愛媛県保健福祉部生きがい推進局ねんりんピック推進課内 

TEL : (089)961-1134  FAX : (089)961-1145 e-mail : nenrinpic@pref.ehime.lg.jp 

※指定様式の郵送は簡易書留とし、封筒の表に「大会申込書」と朱書する。 
なお、郵送した内容と大会参加申込専用ホームページに登録した内容に相違がないよう、必ず確 

認すること。 
（６）個人情報の取り扱い 

参加申込に係る個人情報については、「愛媛県個人情報保護条例」（平成13年愛媛県条例第41号）及び

２ スポーツ交流大会（各種目共通） 
参加案内 
参加案内 

  

「会場地市町個人情報保護条例」に準じて取り扱い、参加者本人の同意がある場合を除き、参加資格の審

査、参加申込団体または参加者との連絡及び配布物の郵送、試合の組み合わせ編成、大会の広報及び競技

成績等に関する報道機関等への発表、大会総合プログラム・種目別プログラム・大会公式記録集及び大会

専用ウェブサイトへの掲載並びに緊急時における緊急連絡先・医療機関・保険会社等との連絡以外の目的

では使用しない。 
（７）写真撮影について 

大会参加中は、主催者及び主催者が認めた者が参加者を撮影し、大会報告書や大会専用ウェブサイト等

への掲載、その他広報目的で使用することがある。また、報道関係者が、報道の目的で写真を撮影し、新

聞･雑誌等に掲載する場合がある。 
 

４ 参加費 

参加費は、参加者一人につき1,000円とし、参加申込団体が取りまとめの上、別途通知により振り込むこと

とする。 

なお、参加申込期間後に参加を取り消した場合にも、参加費は減額又は返却しない。 

 

５ 健康等に関する誓約書 

参加者は、７ページの健康等に関する誓約書（様式－35）を必ず提出すること。 
また、健康等に関する誓約書の記入状況により確認等を必要とする場合は、参加申込団体に連絡する。 
※健康等に関する誓約書は、選手等の変更があった場合にも必ず提出する。なお、提出のない場合は、大会

への参加はできない。 
 

６ 参加者の健康管理上の留意事項 

医療救護（８ページ）を参照すること。 

 

７ 競技運営上の留意事項 

開催要領にそぐわない場合、出場資格を失い参加できない。 

ただし、主催者の判断により、オープン参加として出場を認めることがある。 
 

８ 参加チーム（選手）の追加募集 

参加申込状況に応じて、次の方法により追加募集を行う場合がある。 

（１）各都道府県・政令指定都市に参加を呼びかける。 
（２）愛媛県の近隣県・政令指定都市に参加を呼びかける。 
（３）愛媛県内において参加を呼びかける。 

 
 

－ 4－



参加手続等に係る「年齢」の記載は、次のとおりとします。

年 齢 備 考

１００ 大正１２年４月２日 ～ 大正１３年４月１日 の間に生まれた人

９９ 大正１３年４月２日 ～ 大正１４年４月１日 の間に生まれた人

９８ 大正１４年４月２日 ～ 大正１５年４月１日 の間に生まれた人

９７ 大正１５年４月２日 ～ 昭和　２年４月１日 の間に生まれた人 大正１５年と昭和元年は同じ

９６ 昭和　２年４月２日 ～ 昭和　３年４月１日 の間に生まれた人

９５ 昭和　３年４月２日 ～ 昭和　４年４月１日 の間に生まれた人

９４ 昭和　４年４月２日 ～ 昭和　５年４月１日 の間に生まれた人

９３ 昭和　５年４月２日 ～ 昭和　６年４月１日 の間に生まれた人

９２ 昭和　６年４月２日 ～ 昭和　７年４月１日 の間に生まれた人

９１ 昭和　７年４月２日 ～ 昭和　８年４月１日 の間に生まれた人

９０ 昭和　８年４月２日 ～ 昭和　９年４月１日 の間に生まれた人

８９ 昭和　９年４月２日 ～ 昭和１０年４月１日 の間に生まれた人

８８ 昭和１０年４月２日 ～ 昭和１１年４月１日 の間に生まれた人

８７ 昭和１１年４月２日 ～ 昭和１２年４月１日 の間に生まれた人

８６ 昭和１２年４月２日 ～ 昭和１３年４月１日 の間に生まれた人

８５ 昭和１３年４月２日 ～ 昭和１４年４月１日 の間に生まれた人

８４ 昭和１４年４月２日 ～ 昭和１５年４月１日 の間に生まれた人

８３ 昭和１５年４月２日 ～ 昭和１６年４月１日 の間に生まれた人

８２ 昭和１６年４月２日 ～ 昭和１７年４月１日 の間に生まれた人

８１ 昭和１７年４月２日 ～ 昭和１８年４月１日 の間に生まれた人

８０ 昭和１８年４月２日 ～ 昭和１９年４月１日 の間に生まれた人

７９ 昭和１９年４月２日 ～ 昭和２０年４月１日 の間に生まれた人

７８ 昭和２０年４月２日 ～ 昭和２１年４月１日 の間に生まれた人

７７ 昭和２１年４月２日 ～ 昭和２２年４月１日 の間に生まれた人

７６ 昭和２２年４月２日 ～ 昭和２３年４月１日 の間に生まれた人

７５ 昭和２３年４月２日 ～ 昭和２４年４月１日 の間に生まれた人

７４ 昭和２４年４月２日 ～ 昭和２５年４月１日 の間に生まれた人

７３ 昭和２５年４月２日 ～ 昭和２６年４月１日 の間に生まれた人

７２ 昭和２６年４月２日 ～ 昭和２７年４月１日 の間に生まれた人

７１ 昭和２７年４月２日 ～ 昭和２８年４月１日 の間に生まれた人

７０ 昭和２８年４月２日 ～ 昭和２９年４月１日 の間に生まれた人

６９ 昭和２９年４月２日 ～ 昭和３０年４月１日 の間に生まれた人

６８ 昭和３０年４月２日 ～ 昭和３１年４月１日 の間に生まれた人

６７ 昭和３１年４月２日 ～ 昭和３２年４月１日 の間に生まれた人

６６ 昭和３２年４月２日 ～ 昭和３３年４月１日 の間に生まれた人

６５ 昭和３３年４月２日 ～ 昭和３４年４月１日 の間に生まれた人

６４ 昭和３４年４月２日 ～ 昭和３５年４月１日 の間に生まれた人

６３ 昭和３５年４月２日 ～ 昭和３６年４月１日 の間に生まれた人

６２ 昭和３６年４月２日 ～ 昭和３７年４月１日 の間に生まれた人

６１ 昭和３７年４月２日 ～ 昭和３８年４月１日 の間に生まれた人

６０ 昭和３８年４月２日 ～ 昭和３９年４月１日 の間に生まれた人

生 年 月 日

６ 年齢早見表
 

 

 

区  分 対         応 

県 実 行 委 員 会  

県実行委員会は、次のとおり対応します。 

１ 総合開会式・閉会式会場やイベント会場等に救護所を設置します。 

２ 関係機関及び団体等と連携し、然るべき感染症対策を徹底して行い、応急処置を

実施するほか、救急搬送体制を整備します。 

３ 式典及びイベント会場においては、施設の感染症対策ガイドラインを遵守し 

ます。 

市町実行委員会  

市町実行委員会は、次のとおり対応します。 

１ 交流大会会場等に救護所を設置します。 

２ 関係機関及び団体等と連携し、然るべき感染症対策を徹底して行い、応急処置を

実施するほか、救急搬送体制を整備します。 

３ 交流大会会場においては、各競技・施設の感染症対策ガイドラインを遵守し 

ます。 

指 定 宿 泊 施 設  
１ 指定宿泊施設は、医療救護連絡員(当該施設の職員)を配置します。 

２ 施設の感染症対策ガイドラインを遵守します。 

監 督 等 

選手団の監督等は、次のとおり対応してください。 

１ 各選手の健康管理には、十分配慮してください。 

２ 適宜、選手交代をさせるなど、無理をしないよう配慮してください。 

３ 監督会議等では、医療救護関係や参加者の健康管理等について改めて確認を行

い、選手団への周知を図ってください。 

参 加 者 

参加者は、次のとおり対応してください。 

１ 来県前に健康診断を受診するなど、適切な体調管理をお願いします。 

２ 大会前及び大会期間中は、毎朝の検温など健康の自主管理に努め、発熱または呼

吸困難、けん怠感、味覚や嗅覚の異常などの症状がみられる場合は参加を見合わせ

てください。 

３ 大会期間中は、各競技・施設の感染症対策ガイドラインを遵守してください。 

４ 特に運動競技への参加者は、怪我などの予防や心身の緊張を和らげるため、試合

前に十分なウォーミングアップを行うとともに、水分補給、休憩時間の確保などに

努めてください。 

５ 国民健康保険等医療保険の被保険者証又は後期高齢者医療被保険者証は、必ず持

参してください。また、お薬手帳をお持ちの方は、持参してください。 

６ 健康等に関する誓約書は、参加者の健康状態を知る大切な資料であるため、正確

に記入してください。また、後日配布する選手団ＩＤカードには、最新の健康情報

等を必ず記入してください。 

７ 大会期間中の愛媛県は、日中と朝晩で温度差があります。帽子の用意や水分補給

など、暑さへの対策を配慮するとともに、長袖等の着用や、待機中にユニフォーム

等の上に羽織るウインドブレーカー等を用意するなど、寒さ対策も併せて配慮して

ください。 

※10 月 28 日～31 日の愛媛県の気温 

平均 19.1℃、最高 23.8℃、最低 15.1℃ 

（観測点：松山市 気象庁過去 30 年間のデータの平均による） 

傷 害 保 険 
来離県における旅行期間を含む大会期間中の傷害保険は、各参加申込団体及び個人の

責任において対応してください。 

※感染症の状況により、「医療救護」を変更する必要が生じた場合については、別途お知らせします。 

５ 医療救護 年齢早見表地域ｺｰﾄﾞ

チーム数 ／

変更回数

確　　認

申込年月日

内　　線

注）１ 監督が選手を兼任する場合は、備考欄に「兼任」と記入する。また、選手欄にも氏名を記入し、備考欄に

　  ２ 男子に代わって女子が参加することも可とする。（女子のみも可） 

　  ３ 70歳以上の部に申し込む場合は、昭和29年４月１日以前に生まれた人を選手として登録する。

　　４ 年齢は、年齢早見表により記入する。（令和６年４月１日時点の年齢）

　　５ 携帯電話番号欄には、携帯電話を所持していない場合、自宅の電話番号を記入する。ただし、１人以上は

 携帯電話番号を記入する。

歳
－　　　　－

選手 男･女
年　 月　 日

―

選手 男･女
年　 月　 日

―

歳
－　　　　－

年　 月　 日

種　　別

歳

歳

年　 月　 日

歳

歳

年　 月　 日

歳

歳

女

女

令和５年　　月　　日

－　　　－

備考

－　　　　－

選手

女

－　　　　－

担 当 者 名

　　　「監督」と記入する。

選手

男･女

選手

選手

選手

選手

区分

様 式 － ２ ７

担当部門名

生年月日

電話番号

郵便番号

60歳以上の部 ・ 70歳以上の部

ふりがな

ふ り が な

歳

氏　　名

ふ り が な

携帯電話番号
住　　所

チ ー ム 名

年　　齢
制限

(性別)

年　 月　 日

歳

歳

―

―

－　　　　－

年　 月　 日

男･女

―

年　 月　 日
―

－　　　　－

男･女

男･女

男･女

男･女

都 道 府 県 名

政令指定都市名

－　　　　－

年　 月　 日
―

―

選手

監督

選手

―

－　　　　－

－　　　　－

年　 月　 日
―

－　　　　－

ねんりんピック愛顔
え が お

のえひめ２０２３
バ ド ミ ン ト ン 交 流 大 会
参 加 申 込 書

年　 月　 日
―

－　　　　－
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参加手続等に係る「年齢」の記載は、次のとおりとします。

年 齢 備 考

１００ 大正１２年４月２日 ～ 大正１３年４月１日 の間に生まれた人

９９ 大正１３年４月２日 ～ 大正１４年４月１日 の間に生まれた人

９８ 大正１４年４月２日 ～ 大正１５年４月１日 の間に生まれた人

９７ 大正１５年４月２日 ～ 昭和　２年４月１日 の間に生まれた人 大正１５年と昭和元年は同じ

９６ 昭和　２年４月２日 ～ 昭和　３年４月１日 の間に生まれた人

９５ 昭和　３年４月２日 ～ 昭和　４年４月１日 の間に生まれた人

９４ 昭和　４年４月２日 ～ 昭和　５年４月１日 の間に生まれた人

９３ 昭和　５年４月２日 ～ 昭和　６年４月１日 の間に生まれた人

９２ 昭和　６年４月２日 ～ 昭和　７年４月１日 の間に生まれた人

９１ 昭和　７年４月２日 ～ 昭和　８年４月１日 の間に生まれた人

９０ 昭和　８年４月２日 ～ 昭和　９年４月１日 の間に生まれた人

８９ 昭和　９年４月２日 ～ 昭和１０年４月１日 の間に生まれた人

８８ 昭和１０年４月２日 ～ 昭和１１年４月１日 の間に生まれた人

８７ 昭和１１年４月２日 ～ 昭和１２年４月１日 の間に生まれた人

８６ 昭和１２年４月２日 ～ 昭和１３年４月１日 の間に生まれた人

８５ 昭和１３年４月２日 ～ 昭和１４年４月１日 の間に生まれた人

８４ 昭和１４年４月２日 ～ 昭和１５年４月１日 の間に生まれた人

８３ 昭和１５年４月２日 ～ 昭和１６年４月１日 の間に生まれた人

８２ 昭和１６年４月２日 ～ 昭和１７年４月１日 の間に生まれた人

８１ 昭和１７年４月２日 ～ 昭和１８年４月１日 の間に生まれた人

８０ 昭和１８年４月２日 ～ 昭和１９年４月１日 の間に生まれた人

７９ 昭和１９年４月２日 ～ 昭和２０年４月１日 の間に生まれた人

７８ 昭和２０年４月２日 ～ 昭和２１年４月１日 の間に生まれた人

７７ 昭和２１年４月２日 ～ 昭和２２年４月１日 の間に生まれた人

７６ 昭和２２年４月２日 ～ 昭和２３年４月１日 の間に生まれた人

７５ 昭和２３年４月２日 ～ 昭和２４年４月１日 の間に生まれた人

７４ 昭和２４年４月２日 ～ 昭和２５年４月１日 の間に生まれた人

７３ 昭和２５年４月２日 ～ 昭和２６年４月１日 の間に生まれた人

７２ 昭和２６年４月２日 ～ 昭和２７年４月１日 の間に生まれた人

７１ 昭和２７年４月２日 ～ 昭和２８年４月１日 の間に生まれた人

７０ 昭和２８年４月２日 ～ 昭和２９年４月１日 の間に生まれた人

６９ 昭和２９年４月２日 ～ 昭和３０年４月１日 の間に生まれた人

６８ 昭和３０年４月２日 ～ 昭和３１年４月１日 の間に生まれた人

６７ 昭和３１年４月２日 ～ 昭和３２年４月１日 の間に生まれた人

６６ 昭和３２年４月２日 ～ 昭和３３年４月１日 の間に生まれた人

６５ 昭和３３年４月２日 ～ 昭和３４年４月１日 の間に生まれた人

６４ 昭和３４年４月２日 ～ 昭和３５年４月１日 の間に生まれた人

６３ 昭和３５年４月２日 ～ 昭和３６年４月１日 の間に生まれた人

６２ 昭和３６年４月２日 ～ 昭和３７年４月１日 の間に生まれた人

６１ 昭和３７年４月２日 ～ 昭和３８年４月１日 の間に生まれた人

６０ 昭和３８年４月２日 ～ 昭和３９年４月１日 の間に生まれた人

生 年 月 日

６ 年齢早見表
 

 

 

区  分 対         応 

県 実 行 委 員 会  

県実行委員会は、次のとおり対応します。 

１ 総合開会式・閉会式会場やイベント会場等に救護所を設置します。 

２ 関係機関及び団体等と連携し、然るべき感染症対策を徹底して行い、応急処置を

実施するほか、救急搬送体制を整備します。 

３ 式典及びイベント会場においては、施設の感染症対策ガイドラインを遵守し 

ます。 

市町実行委員会  

市町実行委員会は、次のとおり対応します。 

１ 交流大会会場等に救護所を設置します。 

２ 関係機関及び団体等と連携し、然るべき感染症対策を徹底して行い、応急処置を

実施するほか、救急搬送体制を整備します。 

３ 交流大会会場においては、各競技・施設の感染症対策ガイドラインを遵守し 

ます。 

指 定 宿 泊 施 設  
１ 指定宿泊施設は、医療救護連絡員(当該施設の職員)を配置します。 

２ 施設の感染症対策ガイドラインを遵守します。 

監 督 等 

選手団の監督等は、次のとおり対応してください。 

１ 各選手の健康管理には、十分配慮してください。 

２ 適宜、選手交代をさせるなど、無理をしないよう配慮してください。 

３ 監督会議等では、医療救護関係や参加者の健康管理等について改めて確認を行

い、選手団への周知を図ってください。 

参 加 者 

参加者は、次のとおり対応してください。 

１ 来県前に健康診断を受診するなど、適切な体調管理をお願いします。 

２ 大会前及び大会期間中は、毎朝の検温など健康の自主管理に努め、発熱または呼

吸困難、けん怠感、味覚や嗅覚の異常などの症状がみられる場合は参加を見合わせ

てください。 

３ 大会期間中は、各競技・施設の感染症対策ガイドラインを遵守してください。 

４ 特に運動競技への参加者は、怪我などの予防や心身の緊張を和らげるため、試合

前に十分なウォーミングアップを行うとともに、水分補給、休憩時間の確保などに

努めてください。 

５ 国民健康保険等医療保険の被保険者証又は後期高齢者医療被保険者証は、必ず持

参してください。また、お薬手帳をお持ちの方は、持参してください。 

６ 健康等に関する誓約書は、参加者の健康状態を知る大切な資料であるため、正確

に記入してください。また、後日配布する選手団ＩＤカードには、最新の健康情報

等を必ず記入してください。 

７ 大会期間中の愛媛県は、日中と朝晩で温度差があります。帽子の用意や水分補給

など、暑さへの対策を配慮するとともに、長袖等の着用や、待機中にユニフォーム

等の上に羽織るウインドブレーカー等を用意するなど、寒さ対策も併せて配慮して

ください。 

※10 月 28 日～31 日の愛媛県の気温 

平均 19.1℃、最高 23.8℃、最低 15.1℃ 

（観測点：松山市 気象庁過去 30 年間のデータの平均による） 

傷 害 保 険 
来離県における旅行期間を含む大会期間中の傷害保険は、各参加申込団体及び個人の

責任において対応してください。 

※感染症の状況により、「医療救護」を変更する必要が生じた場合については、別途お知らせします。 

５ 医療救護 年齢早見表

－ 6－



参加手続等に係る「年齢」の記載は、次のとおりとします。

年 齢 備 考

１００ 大正１２年４月２日 ～ 大正１３年４月１日 の間に生まれた人

９９ 大正１３年４月２日 ～ 大正１４年４月１日 の間に生まれた人

９８ 大正１４年４月２日 ～ 大正１５年４月１日 の間に生まれた人

９７ 大正１５年４月２日 ～ 昭和　２年４月１日 の間に生まれた人 大正１５年と昭和元年は同じ

９６ 昭和　２年４月２日 ～ 昭和　３年４月１日 の間に生まれた人

９５ 昭和　３年４月２日 ～ 昭和　４年４月１日 の間に生まれた人

９４ 昭和　４年４月２日 ～ 昭和　５年４月１日 の間に生まれた人

９３ 昭和　５年４月２日 ～ 昭和　６年４月１日 の間に生まれた人

９２ 昭和　６年４月２日 ～ 昭和　７年４月１日 の間に生まれた人

９１ 昭和　７年４月２日 ～ 昭和　８年４月１日 の間に生まれた人

９０ 昭和　８年４月２日 ～ 昭和　９年４月１日 の間に生まれた人

８９ 昭和　９年４月２日 ～ 昭和１０年４月１日 の間に生まれた人

８８ 昭和１０年４月２日 ～ 昭和１１年４月１日 の間に生まれた人

８７ 昭和１１年４月２日 ～ 昭和１２年４月１日 の間に生まれた人

８６ 昭和１２年４月２日 ～ 昭和１３年４月１日 の間に生まれた人

８５ 昭和１３年４月２日 ～ 昭和１４年４月１日 の間に生まれた人

８４ 昭和１４年４月２日 ～ 昭和１５年４月１日 の間に生まれた人

８３ 昭和１５年４月２日 ～ 昭和１６年４月１日 の間に生まれた人

８２ 昭和１６年４月２日 ～ 昭和１７年４月１日 の間に生まれた人

８１ 昭和１７年４月２日 ～ 昭和１８年４月１日 の間に生まれた人

８０ 昭和１８年４月２日 ～ 昭和１９年４月１日 の間に生まれた人

７９ 昭和１９年４月２日 ～ 昭和２０年４月１日 の間に生まれた人

７８ 昭和２０年４月２日 ～ 昭和２１年４月１日 の間に生まれた人

７７ 昭和２１年４月２日 ～ 昭和２２年４月１日 の間に生まれた人

７６ 昭和２２年４月２日 ～ 昭和２３年４月１日 の間に生まれた人

７５ 昭和２３年４月２日 ～ 昭和２４年４月１日 の間に生まれた人

７４ 昭和２４年４月２日 ～ 昭和２５年４月１日 の間に生まれた人

７３ 昭和２５年４月２日 ～ 昭和２６年４月１日 の間に生まれた人

７２ 昭和２６年４月２日 ～ 昭和２７年４月１日 の間に生まれた人

７１ 昭和２７年４月２日 ～ 昭和２８年４月１日 の間に生まれた人

７０ 昭和２８年４月２日 ～ 昭和２９年４月１日 の間に生まれた人

６９ 昭和２９年４月２日 ～ 昭和３０年４月１日 の間に生まれた人

６８ 昭和３０年４月２日 ～ 昭和３１年４月１日 の間に生まれた人

６７ 昭和３１年４月２日 ～ 昭和３２年４月１日 の間に生まれた人

６６ 昭和３２年４月２日 ～ 昭和３３年４月１日 の間に生まれた人

６５ 昭和３３年４月２日 ～ 昭和３４年４月１日 の間に生まれた人

６４ 昭和３４年４月２日 ～ 昭和３５年４月１日 の間に生まれた人

６３ 昭和３５年４月２日 ～ 昭和３６年４月１日 の間に生まれた人

６２ 昭和３６年４月２日 ～ 昭和３７年４月１日 の間に生まれた人

６１ 昭和３７年４月２日 ～ 昭和３８年４月１日 の間に生まれた人

６０ 昭和３８年４月２日 ～ 昭和３９年４月１日 の間に生まれた人

生 年 月 日

６ 年齢早見表
 

 

 

区  分 対         応 

県 実 行 委 員 会  

県実行委員会は、次のとおり対応します。 

１ 総合開会式・閉会式会場やイベント会場等に救護所を設置します。 

２ 関係機関及び団体等と連携し、然るべき感染症対策を徹底して行い、応急処置を

実施するほか、救急搬送体制を整備します。 

３ 式典及びイベント会場においては、施設の感染症対策ガイドラインを遵守し 

ます。 

市町実行委員会  

市町実行委員会は、次のとおり対応します。 

１ 交流大会会場等に救護所を設置します。 

２ 関係機関及び団体等と連携し、然るべき感染症対策を徹底して行い、応急処置を

実施するほか、救急搬送体制を整備します。 

３ 交流大会会場においては、各競技・施設の感染症対策ガイドラインを遵守し 

ます。 

指 定 宿 泊 施 設  
１ 指定宿泊施設は、医療救護連絡員(当該施設の職員)を配置します。 

２ 施設の感染症対策ガイドラインを遵守します。 

監 督 等 

選手団の監督等は、次のとおり対応してください。 

１ 各選手の健康管理には、十分配慮してください。 

２ 適宜、選手交代をさせるなど、無理をしないよう配慮してください。 

３ 監督会議等では、医療救護関係や参加者の健康管理等について改めて確認を行

い、選手団への周知を図ってください。 

参 加 者 

参加者は、次のとおり対応してください。 

１ 来県前に健康診断を受診するなど、適切な体調管理をお願いします。 

２ 大会前及び大会期間中は、毎朝の検温など健康の自主管理に努め、発熱または呼

吸困難、けん怠感、味覚や嗅覚の異常などの症状がみられる場合は参加を見合わせ

てください。 

３ 大会期間中は、各競技・施設の感染症対策ガイドラインを遵守してください。 

４ 特に運動競技への参加者は、怪我などの予防や心身の緊張を和らげるため、試合

前に十分なウォーミングアップを行うとともに、水分補給、休憩時間の確保などに

努めてください。 

５ 国民健康保険等医療保険の被保険者証又は後期高齢者医療被保険者証は、必ず持

参してください。また、お薬手帳をお持ちの方は、持参してください。 

６ 健康等に関する誓約書は、参加者の健康状態を知る大切な資料であるため、正確

に記入してください。また、後日配布する選手団ＩＤカードには、最新の健康情報

等を必ず記入してください。 

７ 大会期間中の愛媛県は、日中と朝晩で温度差があります。帽子の用意や水分補給

など、暑さへの対策を配慮するとともに、長袖等の着用や、待機中にユニフォーム

等の上に羽織るウインドブレーカー等を用意するなど、寒さ対策も併せて配慮して

ください。 

※10 月 28 日～31 日の愛媛県の気温 

平均 19.1℃、最高 23.8℃、最低 15.1℃ 

（観測点：松山市 気象庁過去 30 年間のデータの平均による） 

傷 害 保 険 
来離県における旅行期間を含む大会期間中の傷害保険は、各参加申込団体及び個人の

責任において対応してください。 

※感染症の状況により、「医療救護」を変更する必要が生じた場合については、別途お知らせします。 

５ 医療救護 医療救護
ねんりんピック愛

え

顔
がお

のえひめ２０２３ 

健康等に関する誓約書 

ねんりんピック愛
え

顔
がお

のえひめ2023 実行委員会 

会長 中村 時広 様 

私は、ねんりんピック愛
え

顔
がお

のえひめ 2023（以下「大会」という。）への参加に当たり、大会

参加中の不慮の負傷・疾患や生命に関する重大な事故等は、自分の責任として対応します。 

また、大会への参加に備え、必要に応じて医師の診断を受けるなど、体調にも万全を期する

と共に、緊急時等に迅速な救急対応が実施できるよう、最新の健康状態等について、選手団

ＩＤカードに記入し、大会期間中常に携帯します。 

なお、大会前及び大会期間中は、毎朝の検温など健康の自主管理に努め、発熱又は呼吸困難、

けん怠感、味覚や嗅覚の異常などの症状がみられる場合は参加を見合わせるなど、大会主催者

等が求める感染症対策等（※）を遵守します。 

※ 新型コロナウイルス感染症の発生動向を踏まえ、今後、大会主催者等による対策を追加

する場合があります。 

以上について、家族又はそれに代わる者とともに誓約いたします。 

                            令和  年  月  日 

参加者氏名（自署）：                

＜ 家族又はそれに代わる者の署名等 ※参加者本人の記入は不可 ＞ 

氏名 

（自署） :             
参加者との

関係 
:       

緊急連絡先 

(電話番号) 
:            

 

※本書は、署名日時点の情報を記入してください。（本書提出後の経過のご報告は、原則不要です。） 

※後日配布する選手団ＩＤカードには、最新の健康状態等の情報を確実に記入してください。  

都道府県名又は 

政令指定都市名 
 参加種目  

生年月日 大正・昭和      年   月   日 血液型 
 
 

◆治療中又は過去にかかった病気がある場合は、該当する項目及び現在の状況に○印をお書きください。 

１ 心臓病  （治療中・経過観察中・完治）   ６ 腎臓病（治療中・経過観察中・完治）   

２ 脳血管障害（治療中・経過観察中・完治）   ７ 肝臓病（治療中・経過観察中・完治）  

３ 高血圧  （治療中・経過観察中・完治）   ８ がん （治療中・経過観察中・完治）  

４ 糖尿病  （治療中・経過観察中・完治）   ９ その他（病名：          ） 

５ 脂質異常症（治療中・経過観察中・完治）        （治療中・経過観察中・完治） 

◆薬を服用している場合は、薬の名前をお書きください。 

（薬の名前：                                          ） 

◆食物、薬物等のアレルギーがある場合は、原因をお書きください。 

（原因：                                            ） 

◆その他、医師から注意を受けていることや健康面で不安なことがある場合は、内容をお書きください。 

（内容：                                            ） 

◆新型コロナウイルス感染症のワクチン接種履歴をお書きください。※本項目の回答は任意です。 

最終接種日（令和   年   月   日  ・  接種   回目）   ・   未接種 

本書は、厳重に保管し、知り得た個人情報については、愛媛県個人情報保護条例（平成13年 10月 16日愛媛県条例第41号）、会
場地市町個人情報保護条例又は選手派遣団体が定める個人情報保護規程に準じて取り扱い、緊急時における緊急連絡先・医療機関等
との連絡以外の目的では使用いたしません。 

ふ り が な

様 式 － 3 5

ふ り が な 

（大会参加者備考） 

調 

整 

中 
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参加手続等に係る「年齢」の記載は、次のとおりとします。

年 齢 備 考

１００ 大正１２年４月２日 ～ 大正１３年４月１日 の間に生まれた人

９９ 大正１３年４月２日 ～ 大正１４年４月１日 の間に生まれた人

９８ 大正１４年４月２日 ～ 大正１５年４月１日 の間に生まれた人

９７ 大正１５年４月２日 ～ 昭和　２年４月１日 の間に生まれた人 大正１５年と昭和元年は同じ

９６ 昭和　２年４月２日 ～ 昭和　３年４月１日 の間に生まれた人

９５ 昭和　３年４月２日 ～ 昭和　４年４月１日 の間に生まれた人

９４ 昭和　４年４月２日 ～ 昭和　５年４月１日 の間に生まれた人

９３ 昭和　５年４月２日 ～ 昭和　６年４月１日 の間に生まれた人

９２ 昭和　６年４月２日 ～ 昭和　７年４月１日 の間に生まれた人

９１ 昭和　７年４月２日 ～ 昭和　８年４月１日 の間に生まれた人

９０ 昭和　８年４月２日 ～ 昭和　９年４月１日 の間に生まれた人

８９ 昭和　９年４月２日 ～ 昭和１０年４月１日 の間に生まれた人

８８ 昭和１０年４月２日 ～ 昭和１１年４月１日 の間に生まれた人

８７ 昭和１１年４月２日 ～ 昭和１２年４月１日 の間に生まれた人

８６ 昭和１２年４月２日 ～ 昭和１３年４月１日 の間に生まれた人

８５ 昭和１３年４月２日 ～ 昭和１４年４月１日 の間に生まれた人

８４ 昭和１４年４月２日 ～ 昭和１５年４月１日 の間に生まれた人

８３ 昭和１５年４月２日 ～ 昭和１６年４月１日 の間に生まれた人

８２ 昭和１６年４月２日 ～ 昭和１７年４月１日 の間に生まれた人

８１ 昭和１７年４月２日 ～ 昭和１８年４月１日 の間に生まれた人

８０ 昭和１８年４月２日 ～ 昭和１９年４月１日 の間に生まれた人

７９ 昭和１９年４月２日 ～ 昭和２０年４月１日 の間に生まれた人

７８ 昭和２０年４月２日 ～ 昭和２１年４月１日 の間に生まれた人

７７ 昭和２１年４月２日 ～ 昭和２２年４月１日 の間に生まれた人

７６ 昭和２２年４月２日 ～ 昭和２３年４月１日 の間に生まれた人

７５ 昭和２３年４月２日 ～ 昭和２４年４月１日 の間に生まれた人

７４ 昭和２４年４月２日 ～ 昭和２５年４月１日 の間に生まれた人

７３ 昭和２５年４月２日 ～ 昭和２６年４月１日 の間に生まれた人

７２ 昭和２６年４月２日 ～ 昭和２７年４月１日 の間に生まれた人

７１ 昭和２７年４月２日 ～ 昭和２８年４月１日 の間に生まれた人

７０ 昭和２８年４月２日 ～ 昭和２９年４月１日 の間に生まれた人

６９ 昭和２９年４月２日 ～ 昭和３０年４月１日 の間に生まれた人

６８ 昭和３０年４月２日 ～ 昭和３１年４月１日 の間に生まれた人

６７ 昭和３１年４月２日 ～ 昭和３２年４月１日 の間に生まれた人

６６ 昭和３２年４月２日 ～ 昭和３３年４月１日 の間に生まれた人

６５ 昭和３３年４月２日 ～ 昭和３４年４月１日 の間に生まれた人

６４ 昭和３４年４月２日 ～ 昭和３５年４月１日 の間に生まれた人

６３ 昭和３５年４月２日 ～ 昭和３６年４月１日 の間に生まれた人

６２ 昭和３６年４月２日 ～ 昭和３７年４月１日 の間に生まれた人

６１ 昭和３７年４月２日 ～ 昭和３８年４月１日 の間に生まれた人

６０ 昭和３８年４月２日 ～ 昭和３９年４月１日 の間に生まれた人

生 年 月 日

６ 年齢早見表
 

 

 

区  分 対         応 

県 実 行 委 員 会  

県実行委員会は、次のとおり対応します。 

１ 総合開会式・閉会式会場やイベント会場等に救護所を設置します。 

２ 関係機関及び団体等と連携し、然るべき感染症対策を徹底して行い、応急処置を

実施するほか、救急搬送体制を整備します。 

３ 式典及びイベント会場においては、施設の感染症対策ガイドラインを遵守し 

ます。 

市町実行委員会  

市町実行委員会は、次のとおり対応します。 

１ 交流大会会場等に救護所を設置します。 

２ 関係機関及び団体等と連携し、然るべき感染症対策を徹底して行い、応急処置を

実施するほか、救急搬送体制を整備します。 

３ 交流大会会場においては、各競技・施設の感染症対策ガイドラインを遵守し 

ます。 

指 定 宿 泊 施 設  
１ 指定宿泊施設は、医療救護連絡員(当該施設の職員)を配置します。 

２ 施設の感染症対策ガイドラインを遵守します。 

監 督 等 

選手団の監督等は、次のとおり対応してください。 

１ 各選手の健康管理には、十分配慮してください。 

２ 適宜、選手交代をさせるなど、無理をしないよう配慮してください。 

３ 監督会議等では、医療救護関係や参加者の健康管理等について改めて確認を行

い、選手団への周知を図ってください。 

参 加 者 

参加者は、次のとおり対応してください。 

１ 来県前に健康診断を受診するなど、適切な体調管理をお願いします。 

２ 大会前及び大会期間中は、毎朝の検温など健康の自主管理に努め、発熱または呼

吸困難、けん怠感、味覚や嗅覚の異常などの症状がみられる場合は参加を見合わせ

てください。 

３ 大会期間中は、各競技・施設の感染症対策ガイドラインを遵守してください。 

４ 特に運動競技への参加者は、怪我などの予防や心身の緊張を和らげるため、試合

前に十分なウォーミングアップを行うとともに、水分補給、休憩時間の確保などに

努めてください。 

５ 国民健康保険等医療保険の被保険者証又は後期高齢者医療被保険者証は、必ず持

参してください。また、お薬手帳をお持ちの方は、持参してください。 

６ 健康等に関する誓約書は、参加者の健康状態を知る大切な資料であるため、正確

に記入してください。また、後日配布する選手団ＩＤカードには、最新の健康情報

等を必ず記入してください。 

７ 大会期間中の愛媛県は、日中と朝晩で温度差があります。帽子の用意や水分補給

など、暑さへの対策を配慮するとともに、長袖等の着用や、待機中にユニフォーム

等の上に羽織るウインドブレーカー等を用意するなど、寒さ対策も併せて配慮して

ください。 

※10 月 28 日～31 日の愛媛県の気温 

平均 19.1℃、最高 23.8℃、最低 15.1℃ 

（観測点：松山市 気象庁過去 30 年間のデータの平均による） 

傷 害 保 険 
来離県における旅行期間を含む大会期間中の傷害保険は、各参加申込団体及び個人の

責任において対応してください。 

※感染症の状況により、「医療救護」を変更する必要が生じた場合については、別途お知らせします。 

５ 医療救護 医療救護
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 弓道・サッカー・バドミントン　

◆松山市

207

56

11

11
379

379

196

松山市駅

松山IC

愛媛県総合運動公園

総合運動公園口バス停

ニンジニアスタジアム（陸上競技場前）バス停

JR松山駅

■　愛媛県総合運動公園（弓道場・球技場・補助競技場・体育館）

　○ＪＲ四国バス「総合運動公園口バス停」から　　　　　　　　　　　徒歩　約１０分

　○伊予鉄バス「総合運動公園口バス停」から　　　　　　　　　　　　徒歩　約１０分

　○伊予鉄バス「ニンジニアスタジアム ( 陸上競技場前 ) バス停」から　徒歩　約１分

　　 （えひめこどもの城、愛媛県立とべ動物園営業時間内のみ運行）

　○ＪＲ予讃線「松山駅」から　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　車　約３０分

　○伊予鉄道郊外電車「松山市駅」から　　　　　　　　　　　　　 　 　車　約２０分

　○松山自動車道「松山インターチェンジ」から　　　　　　　　　 　 　車　約１０分

 

 

 

松山市は、穏やかで美しい瀬戸内海に面し、松山平野のほぼ中心にあります。気候は年

間を通して温暖でさわやかな青空が広がります。市内中心部はオフィス街や商店街、デパ

ート、官公庁、大学、病院などが集まり、それらを路面電車がつなぐ、歩いて暮らせるコ

ンパクトシティです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

■松山市（まつやまし） 

人口 505,948 人 面積 429.35 ㎢ 

 

【テニス、ゴルフ、弓道、剣道 

水泳、サッカー、ソフトバレーボール、 

軟式野球、バドミントン、俳句】  

○道後温泉 

約３０００年の歴史を誇る道後温泉は、日本最古の温

泉といわれています。国の重要文化財である道後温泉本

館は、令和６年末の完了を目指し、営業しながらの保存

修理工事をしています。保存修理工事期間中の活性化策

として「みんなの道後温泉 活性化プロジェクト」も実

施中です。 

〇松山城  

築城の名手と呼ばれる初代藩主・加藤嘉明が築き始め

た松山城は、その複雑で堅固な作りから、防衛に優れた

難攻不落の城として名高く、天守を含め２１棟もの重要

文化財を有しています。夜間のライトアップで浮かび上

がる連立式天守の城はどこから眺めても絶景で、「日本

夜景遺産」にも認定されています。 

 

松山市出身の秋山好

古・真之兄弟と正岡子

規が主人公の司馬遼太

郎の小説『坂の上の雲』

を テ ー マ に し た 博 物

館。展示や様々な催し

で時代背景・人物を紹

介しています。 

道後公園の一角に建

つ博物館で松山市出身

の俳人・正岡子規の直

筆の作品や書簡など貴

重な資料が展示されて

います。 

高品質で安心・安全であることに加え、 

生産者の「想い」が強く込められた松山産の

農林水産物として認定されたものです。 

地元の方に愛される 

松山を代表する銘菓です。 

紅まどんな  松山ひじき  タルト  坊っちゃん団子

〇坂の上の雲ミュージアム  〇松山市立子規記念博物館  

まつやま農林水産物ブランド
まつやま銘菓  

 

■松山市（まつやまし）

人口　505,948 人　面積　429.35 ㎢【テニス、ゴルフ、弓道、剣道、水泳、サッカー、

ソフトバレーボール、軟式野球、バドミントン、俳句】
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■松山市（まつやまし） 

人口 505,948 人 面積 429.35 ㎢ 

 

【テニス、ゴルフ、弓道、剣道 

水泳、サッカー、ソフトバレーボール、 

軟式野球、バドミントン、俳句】  

○道後温泉 

約３０００年の歴史を誇る道後温泉は、日本最古の温

泉といわれています。国の重要文化財である道後温泉本

館は、令和６年末の完了を目指し、営業しながらの保存

修理工事をしています。保存修理工事期間中の活性化策

として「みんなの道後温泉 活性化プロジェクト」も実

施中です。 

〇松山城  

築城の名手と呼ばれる初代藩主・加藤嘉明が築き始め

た松山城は、その複雑で堅固な作りから、防衛に優れた

難攻不落の城として名高く、天守を含め２１棟もの重要

文化財を有しています。夜間のライトアップで浮かび上

がる連立式天守の城はどこから眺めても絶景で、「日本

夜景遺産」にも認定されています。 

 

松山市出身の秋山好

古・真之兄弟と正岡子

規が主人公の司馬遼太

郎の小説『坂の上の雲』

を テ ー マ に し た 博 物

館。展示や様々な催し

で時代背景・人物を紹

介しています。 

道後公園の一角に建

つ博物館で松山市出身

の俳人・正岡子規の直

筆の作品や書簡など貴

重な資料が展示されて

います。 

高品質で安心・安全であることに加え、 

生産者の「想い」が強く込められた松山産の

農林水産物として認定されたものです。 

地元の方に愛される 

松山を代表する銘菓です。 

紅まどんな  松山ひじき  タルト  坊っちゃん団子

〇坂の上の雲ミュージアム  〇松山市立子規記念博物館  

まつやま農林水産物ブランド
まつやま銘菓  

 

■松山市（まつやまし）

人口　505,948 人　面積　429.35 ㎢【テニス、ゴルフ、弓道、剣道、水泳、サッカー、

ソフトバレーボール、軟式野球、バドミントン、俳句】
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１　卓　　　　　　　球（宇 和 島 市）
２　テ　　  ニ　　  ス（松  山  市）
３　ソ フ ト テ ニ ス（大  洲  市）　　
４　ソ フ ト ボ ー ル（今  治  市）
５　ゲ ー ト ボ ー ル（東  温  市）
６　ペ　　タ　　ン　　ク（鬼  北  町）
７　ゴ  　　ル　 　 フ（松  山  市）
８　マ　　ラ　　ソ　　ン（松  野  町）
９　弓　　　　　　　道（松  山  市）
10　剣　　　　　　　道（松  山  市）

１　ウ ォ ー ク ラ リ ー（上  島  町）
２　グラウンド・ゴルフ（久万高原町）
３　ラグビーフットボール（四国中央市）　
４　水　　　　　　　泳（松  山  市）
５　サ　　ッ　　カ　　ー（松山市・新居浜市・西条市）　
６　ソフトバレーボール（松  山  市）　
７　サ イ ク リ ン グ（八幡浜市・伊方町）
８　太　　　極　　　拳（西  条  市）
９　軟　　式　　野　　球（松山市・新居浜市・西予市・内子町）
10　バ ウ ン ド テ ニ ス（新 居 浜 市）
11　スポーツウエルネス吹矢（砥  部  町）
12　ダ ン ス ス ポ ー ツ（今  治  市）　　
13　イ ン デ ィ ア カ（伊  予  市）
14　カ ロ ー リ ン グ（八 幡 浜 市）
15　バ ド ミ ン ト ン（松  山  市）

１　囲　  　　　　　　碁（松  前  町）
２　将　　　  　　　　棋（愛  南  町）
３　俳　　  　　　　　句（松  山  市）
４　健 康 マ ー ジ ャ ン（四国中央市）交 流 大 会

会 場 地 一 覧

　 　

健 康、福 祉･生 き が い
共  通  イ  ベ  ン  ト

地 域 文 化 伝 承 館

オリジナルイベント

展示・相談コーナー

総合閉会式

併催イベント

ふ れ あ い 広 場

スタンプラリー

「心豊かに歌う全国ふれあい短歌大会」優秀作品展

協賛イベント

福祉・生きがい
関 連 イ ベ ン ト

講演会

総　合　開　会　式

健康関連イベント

ス ポ ー ツ 交 流 大 会

美　　　術　　　展

総合開会式

ふれあいニュースポーツ

文 化 交 流 大 会

健康フェア

総合閉会式

音楽文化祭

不規則脈波確認による脳卒中予防啓発

ワークショップ「くるぴかりん」
まつやまの魅力発信するけん「みんなおいでや！まつやまブース」

救急法体験（心肺蘇生とAED）
「身体を知ろう～体力測定・健康セミナー・レッスン～」

ものづくり体験教室

ｅスポーツ

10月31日（火）10月28日（土） 10月29日（日） 10月30日（月）

健康づくり教室

ふれあいスポーツ交流大会
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松山市：愛媛県総合運動公園（28日）

松山市：愛媛県県民文化会館（28～31日）

事業体系及びスケジュール事業体系及びスケジュール
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４　ソ フ ト ボ ー ル（今  治  市）
５　ゲ ー ト ボ ー ル（東  温  市）
６　ペ　　タ　　ン　　ク（鬼  北  町）
７　ゴ  　　ル　 　 フ（松  山  市）
８　マ　　ラ　　ソ　　ン（松  野  町）
９　弓　　　　　　　道（松  山  市）
10　剣　　　　　　　道（松  山  市）

１　ウ ォ ー ク ラ リ ー（上  島  町）
２　グラウンド・ゴルフ（久万高原町）
３　ラグビーフットボール（四国中央市）　
４　水　　　　　　　泳（松  山  市）
５　サ　　ッ　　カ　　ー（松山市・新居浜市・西条市）　
６　ソフトバレーボール（松  山  市）　
７　サ イ ク リ ン グ（八幡浜市・伊方町）
８　太　　　極　　　拳（西  条  市）
９　軟　　式　　野　　球（松山市・新居浜市・西予市・内子町）
10　バ ウ ン ド テ ニ ス（新 居 浜 市）
11　スポーツウエルネス吹矢（砥  部  町）
12　ダ ン ス ス ポ ー ツ（今  治  市）　　
13　イ ン デ ィ ア カ（伊  予  市）
14　カ ロ ー リ ン グ（八 幡 浜 市）
15　バ ド ミ ン ト ン（松  山  市）
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２　将　　　  　　　　棋（愛  南  町）
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４　健 康 マ ー ジ ャ ン（四国中央市）交 流 大 会
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事業体系及びスケジュール
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  「ねんりんピック愛
え

顔
がお

のえひめ２０２３」に参加する選手・監督・役員及びその他大会関係者

（以下「大会参加者」という。）の宿泊等については、次のとおりとする。 

 

１ 指定宿泊施設の選定及び配宿 

（１）宿泊施設は、原則として旅館業法（昭和 23年法律第 138 号）第３条第１項の許可を受けてお

り、関係法令を遵守する等、防災上、風紀上及び衛生上支障がないと認められる施設とする。 

（２）病気及び事故などの緊急時の対応を整えるとともに、宿泊施設内での事故に備え、十分な保

険に加入しており、また、宿泊施設の感染症対策ガイドラインを遵守している施設とする。 

（３）宿泊に加え食事を提供する施設については、食品衛生法（昭和 22年法律第 233 号）の飲食店

営業の営業許可も取得しており、同法に基づいて適切な衛生管理をしていることとする。 

（４）総合開会式会場及び各交流大会会場までの移動時間が、概ね２時間以内の施設とする。 

なお、交流大会期間中の宿泊施設は、各交流大会等会場市町内の施設を最大限利用できるよ

う配慮する。ただし、当該市町内での宿泊が困難な場合は、近隣市町の施設を利用する。 

（５）配宿は、都道府県・政令指定都市別、参加種目別、男女別等に配慮して、宿泊施設が表示す

る定員内で行うものとする。 

（６）できる限り大会参加者の希望に応じて配宿するものとし、配宿後の宿泊施設や客室の変更

は、原則として認めないものとする。 

 

２ 宿泊料金 

 （１）宿泊料金は、次の段階別料金のとおりとする。 

ア １泊２食

（サービス料

及び諸税を含

む）の料金 

区   分 SS SA S A B C D 

宿泊料金(円) 23,000 21,000 19,000 18,000 17,000 16,000 15,000 

 E F G H I J  

 14,000 13,000 12,000 11,000 10,000 9,000  

イ  １泊朝食

（サービス料

及び諸税を含

む）の料金 

 ア イ ウ エ オ カ キ 

 20,000 19,000 18,000 17,000 16,000 15,000 14,000 

 ク ケ コ サ シ ス  

 13,000 12,000 11,000 10,000 9,000 8,000  

（２）宿泊料金の適用期間は、令和５年 10月 27 日（金）～31日（火）とする。 

（３）大人以外（小学生以下）の料金は、各指定宿泊施設の規定料金とする。 

 

３ 昼食弁当 

  昼食弁当の提供期間は、令和５年 10月 28 日（土）～31日（火）とする。 

 

４ 輸送 

（１）大会出場者の来県時及び離県時の輸送は、自由集合及び自由解散とするが、愛媛県内の輸送

は輸送バスによる計画輸送及び鉄軌道、路線バス、タクシー等の公共交通機関による輸送とす

る。なお、目的地までの距離が概ね１km 以内の場合は、原則として、輸送バスによる計画輸送

は行わない。 

（２）計画輸送は、宿泊・輸送センター（仮）を通じて指定宿泊施設に宿泊し、かつ「バス乗車

証」を持参している方に限り利用できる。 

 

５ 申込方法等 

各種手配及び斡旋を「ねんりんピック愛
え

顔
がお

のえひめ２０２３宿泊・輸送センター（仮）」におい

て実施するものとし、申込方法や利用料金等については別途案内する。 

宿泊・弁当・輸送（一部抜粋） 宿泊・弁当・輸送（一部抜粋）
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